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西目中学校

文責：髙野

４月７日(木)、＊＊＊PTA会長様、＊＊＊＊＊学校運営協議会副会長様お二人のご来賓のご臨席

を賜るとともに、新入生保護者の皆様にご出席いただいて、令和４年度西目中学校第７８期生５０

名の入学式を挙行いたしました。新入生オリエンテーションの際に一度入学式の確認をしましたが、

理解力のある１年生は、当日も落ち着いて整然かつ堂々と式に臨んでいました。爽やかな返事や何

でも吸収しようと真剣に話を聞く姿勢から、今後の中学校生活への意欲と決意が感じられました。

ご来賓である＊＊PTA会長様からは、「受け身にならずいろいろなものにアンテナを巡らせて頑張

ってほしい」というありがたいご祝辞をいただくこともできました。そして、生徒会長である３年

Ａ組朝＊＊＊さんが、在校生代表の歓迎の言葉を１年生に伝え、それを受けて新入生代表の１年Ｂ

組佐＊＊＊さんが、入学の言葉を力強く発表しました（内容は下記の通りです）。令和４年度の西

目中学校は、今年度は全校生徒１５２名でのスタートとなりました。早く中学校生活に慣れるよう、

先輩達に何でも聞いて楽しい学校生活を送ってほしいと願っています。

西目中学校では、SDGsに力を入れ、世界中の

問題を身近なこととして考えていることが分か

りました。私たちも昨年、SDGsについて学習し、

世界や日本で起きている問題の現状や対策につ

暖かな春の日差しが何よりもうれしい季節とな いて調べました。私は「気候変動に具体的な対

りました。うれしい春の喜びの中、私たち５０名 策を」という目標について取り上げ、私たちが

は、この伝統ある西目中学校に入学することがで 普段何気なく使っている電気やガスを少しでも

きました。 意識して減らすこと

ご来賓の方々、先生方をはじめ、先輩の皆さん が、持続可能な社会に

に祝福され、今日のこの日を無事に迎えられたこ つながっていくとまと

とを大変うれしく思います。私たちは、今、中学 めました。西目中学校

校の制服に身を包み、これから始まる中学校生活 では、さらにSDGsにつ

への喜びと期待で胸がいっぱいです。 いての（裏面へつづく）

新入生入学の言葉
新入生代表 佐＊＊＊＊

【学校教育目標】夢を力に ～立志三訓～希望・友情・鍛練



考えを広げたり深めたりすることができると期待 しかし、心配は無用です。中学校での生活は、

に胸をふくらませています。 皆さんが想像している以上に楽しく、充実してい

入学に臨み、西目中学校は「立志」の学校と聞 ます。さて、皆さんは「立志」という言葉をご存

きました。立志三訓には、「希望」「友情」「鍛練」 じですか。西目中学校は「立志」の学校です。私

とあります。 たち西中生は、自分の夢や目標を定め、それを成

一つ目の「希望」は、自分をみがき続け希望を し遂げるために努力する生徒を目指しています。

もって前進すること、新しい世界に飛び出す勇気 二年生になると「少年式」という西目中ならでは

をもつことと考えます。高い目標をもち、自分の の行事があります。「少年式」では、将来どんな

夢に向かって努力していきたいと思います。 人になりたいか、そのためには何をするべきかを

二つ目の「友情」については、相手の気持ちに 考える大事な式になります。この他にも、中学校

寄り添うことが大事であると考えます。相手のよ では自分の将来について真剣に考える場面が多く

さを認め、協力し合い、中学校での様々な行事な あります。入学を機会に自分自身を見つめ、日々、

どを通して、切磋琢磨しながら、友情を築いてい 目標をもって様々な活動に取り組んでください。

いきたいと思います。 さらに西目中学校には、全校生徒が目指す、三

三つ目の「鍛練」は、たくさん挑戦して心と体 つの心構えがあります。それが、「希望」「友情」

と頭を成長させることが大事であると考えます。 「鍛練」の「立志三訓」です。「希望」とは、自

日々、努力することを心がけ、新しい自分に出会 分を正しく理解し、確かな目標に向かって努力を

えるよう鍛練し続けたいと思います。 続けること、「友情」とは、相手の立場や考え方

西目中学校の先生方、先輩の皆さん、どうぞご を尊重し、お互いに協力して高め合うこと、「鍛

指導をよろしくお願いします。 練」とは、心と体を鍛え、様々なことにチャレン

今、世界が大変な状況にあり、私たちのように ジし、最後までやり通すことを目指しているもの

希望をもって中学校に入学できることがいかに幸 です。中学校では５月に行われる体育祭をはじめ、

せなことなのかをかみしめています。だからこそ、西中祭、合唱コンクール、球技大会など様々な行

思いやりの気持ちと感謝の心 事があります。立志三訓を意識しながら、クラス

をもつことが大切です。 の団結力を高め、勝利を目指し、充実した生活を

仲間と手を取り、支え合い、 送ってください。また、中学生になるにあたって、

高め合いながらだれかのため 小学校と大きく変わることがあります。それは、

に行動できる人になることを誓い、入学の言葉と 教科ごとに先生が替わり、より深く専門的な内容

いたします。 の学習ができることです。そして、スポ少から部

活動に変わることも大きな変化です。部活動では、

各種大会やコンクールに向けて、技術を磨くこと

も大切ですが、自ら進んで行動したり、先輩や仲

間と良い関係を築いたりして、自分を成長させる

ことも重要です。学習と部活動を両立できるよう、

新入生の皆さん、ご 粘り強く取り組んでください。

入学おめでとうござい さて、今日から皆さんも西目中学校の一員です。

ます。私たち在校生一 皆さんの周りには、先生方や私たち先輩がいつで

同、皆さんの入学を心 もそばにいるので、困ったり分からないことがあ

から待ち望んでおりました。 ったら、遠慮無く相談してください。最後になり

真新しい制服に身を包み、緊張した表情でこの ますが中学校生活の三年間は、あっという間に過

場にいる皆さんを見ていると、私たちが入学した ぎてしまいます。失敗を恐れずいろいろなことに

頃のことを思い出します。きっと皆さんは、二年 挑戦し、たくさんのことを学んでほしいと思いま

前の私たちと同じように、これから始まる中学校 す。中学校でしかできないことに思う存分取り組

生活に対する期待がある一方で不安な気持ちもあ んで下さい。新入生の皆さんの活躍を心より期待

るのではないでしょうか。 しています。

歓迎の言葉
在校生代表生徒会長 朝＊＊＊＊


